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10/12
県議長会研修会
　：竜王町（全議員）

11/12　
明るい家庭・地域づくり
推進大会（議長・議員）

H30,1/7　
消防出初式（議長）

H30,1/7　
新成人のつどい
（議長・教育民生常任委員長）

12/2　
社会福祉のつどい（議長）

10/31　
彦愛犬市町議長会議員研修会
　：甲良町（全議員）

11/11　
地域安全・暴力追放推進大会
　：東近江市（議長）

2021

訂正とお詫び

議会だより　9月定例会　NO.47  13 ページ
　議案第 53 号　「損害賠償の額を定める」において、質問に「処分はどのように」「事故は大変むなしい」
との発言があるが、ボランティアとしての活動中の事故により発生したものである。各種事業が多くの
ボランティアのご協力により成り立っていることから、何時どのような事故が発生するとも限らず、ボ
ランティア活動に理解を持つべきであるとのご意見が寄せられました。
　今後議会として一段と真摯な議論を行ってまいります。
　また、教育長の答弁において「交通事故防止の役割を担っており、責任は大きい。子供たちへの影響
もある。」は「交通事故防止の役割を担っており、責任は大きい。」に訂正してお詫びします。
　追って、損害賠償額は町が全ての公用車事故に対応するために加入している「自動車保険」により支
払うことになります。
　ボランティア活動にご尽力をいただいている皆さまに改めて感謝申し上げます。
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平
成
29
年
11
月
20
日
開
催
の
「
地
方
自
治
法
70
周
年
記

念
式
典
」
が
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

本
式
典
に
は
、
三
権
の
長
を
は
じ
め
全
国
の
市
町
村
の

首
長
お
よ
び
議
長
が
出
席
し
、
地
方
自
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に
貢
献
さ
れ
た

方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
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そ
の
内
容
は
、
我
が
国
は
本
格
的
な
人
口
減
少
局
面
に

突
入
し
て
お
り
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
財
源
や
人

材
と
い
っ
た
資
源
が
限
ら
れ
て
い
く
一
方
で
、
人
口
減
少

に
的
確
に
対
応
し
、
地
方
行
財
政
の
接
続
可
能
性
を
確
保

し
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い
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こ
と
が
求
め
ら
れ
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い
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。

　

地
方
自
治
法
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
施
行
か
ら
70
年

の
間
に
多
岐
に
渡
る
改
正
を
行
っ
て
お
り
、
地
方
分
権
の

大
き
な
流
れ
の
中
で
、
地
方
自
治
体
の
行
財
政
運
営
の
自

由
度
が
増
す
と
同
時
に
、
そ
の
役
割
の
重
要
性
も
増
し
て

き
た
。
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ー
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維
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を
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じ
め
と
し

た
諸
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
市
町
村
も
あ
る
中
で
、
今

後
、
地
方
自
治
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
備
え
、
取
組
ん
で

い
く
べ
き
か
。
ま
た
そ
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
地
方
自
治

の
仕
組
み
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
。
こ
う
し
た
観
点

か
ら
、
広
く
議
論
を
深
め
る
た
め
の
契
機
と
し
て
、
開
催

さ
れ
た
。
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局
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平
成
30
年
度
の
国
の
予
算
編
成
対
策
と
し
て
の
要
望
35

件
・
町
村
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
対
策
と
し
て
重
点
要

望
４
件
・
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
し
て
解
決
を
図
る
必

要
が
あ
る
案
件
に
つ
い
て
の
特
別
決
議
が
提
案
さ
れ
決
定

し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
元
総
務
大
臣
・
増
田
寛
也
氏
に
よ
る
特

別
講
演
「
地
方
自
治
を
実
り
豊
か
に
」
が
行
わ
れ
た
。

　
「
地
方
自
治
は
団
体
自
治
（
国
と
地
方
団
体
）
と
住
民

自
治
が
あ
る
。『
住
民
自
治
を
ど
れ
だ
け
実
ら
せ
る
か
』

が
地
方
創
生
の
成
功
に
つ
な
が
る
。
地
域
の
良
さ
を
伝
え

る
努
力
が
必
要
で
、
地
域
で
み
が
き
ぬ
い
た
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
が
地
域
の
特
色
に
つ
な
が
る
。20
代
の
45
％
が『
故

郷
に
も
ど
り
た
い
』
と
思
っ
て

い
る
。
若
者
が
故
郷
に
も
ど
る

働
き
か
け
を
ど
う
す
る
か
、
積

極
的
に
呼
び
戻
す
行
動
が
必
要

で
あ
る
」
と
住
民
自
治
の
大
切

な
点
に
つ
い
て
の
講
演
で
あ
っ

た
。

　
「
住
民
自
治
を
実
ら
せ
る
」

た
め
に
、
愛
荘
町
で
は
何
が
必

要
か
を
考
え
る
た
め
の
参
考
に

な
っ
た
。

と　き　平成２9年１１月１・２日
ところ　メルパルクホール東京

一
、
平
成
29
年
度
町
村
監
査
功
労
者
表
彰

式
で
、
当
町
の
代
表
監
査　

山
本
憲
宏
氏

が
表
彰
さ
れ
た
。

二
、
研
修
会

①
地
方
自
治
法
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
内
部
統
制
に
関
す
る
方
針
の
策
定

・
監
査
制
度
の
充
実
強
化

・
決
算
認
定
の
場
合
の
報
告
規
定
の
整
備

・
地
方
公
共
団
体
の
損
害
賠
償
責
任
の
見
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上
４
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整
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た
。
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長
い
監
査
実
務
の
体
験
に
基
づ
い
て
、

監
査
の
実
態
が
報
告
さ
れ
た
。


